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 本研究は不登校傾向のある支援対象児 A 君の事例をもとに行う。小学校 2 年生から小学

























































 ここでは、支援を通して学校での不適応行動と障害特性に少しずつ変化が見られた A 君
の様子を、Ⅰ～Ⅴの 5 期に分けて事例的に記述する。枠内が実際のフィールドノーツから










った。Ⅰ期は Sup との出会いの時期でもあり、A 君の学校に対する拒否感を弱め、教室と








































いろなもので身を隠し始めた。その様子を見て Sup も少しだけ距離を取って A 君に刺
激を与えないようにした。その間もずっと「だから学校いやなんだ！もう学校に一生
行かない！」「今すぐ帰る！お母さんに電話する！」と泣きながら訴えていた。Sup は




























 第Ⅰ期を経て、A 君が学校内でのさまざまな困難に直面するたびに Sup に不満をぶつけ







































を聞くと A 君は B 君と遊ぶ約束をしていたが、他の友人と遊べることになったため B






























































































































#45：D 君が A 君に対して『なんで席に座らないで机の下にもぐっている（ことがある）の
か』という旨の発言をしてしまったらしく、A君はかなり怒ったという。担任がなだめ
ても「③先生にはわからないよ、②先生ならわかるけど」などと言ってずっと怒りは




















































































が Sup を外遊びに誘う。Sup が＜ちょっと図書室に寄ってから来るから遅くなるかも＞








一方で、学校側の他児や他学年のため支援の必要性等の要因、また Sup 自身による A 君と
の適度な距離感を保ちたいという意識から、A君の所属するクラス以外での支援をすること
になる。しかし、適応的な振る舞いを続けていた A 君も 1 か月を過ぎた頃から急激に調子
を崩し、小学 2年のときと同様に教室に入れず、Moの付き添いが無ければ登校ができない






















#62：担任が Sup に≪この一週間もっと調子悪くて。昨日 Mo と面談をして。Mo は久しぶ
りに前に行っていた専門の病院？に行ったらしくて≫。他にも学校が嫌で、通級にも
行きたくないと言っていて、モヤモヤが止まらない様子だと語る。 








































〔第Ⅴ期：小 4・10月～小 5・11月、#71～#106〕 








































































が、速いのか なんで なんで ただ一つわかることは おれがとかげだってこと 






































































させてあげればいいと自ら提案。担任が、A 君が B 君のために休む場所を作ってあげ
てと言っていたことを B 君に伝えると、急に顔が明るくなって『A がそんなこと言っ






















































った A 君は、Sup とともに成功体験を重ねていくことで、できることを見出し少しずつ学
校場面に参加するようになった。安定した参加は徐々にその強度を高め、Sup が他児と遜色
なく感じる度合いになった。参加できるようになったことで失敗や他者からの評価など新


























































































































#18：A 君は B 君と遊ぶ約束をしていたが、他の友人と遊べることになったため B 君に遊ば


































取り方を、不正確ながらも試みている。とりわけ B 君との喧嘩の末に、B 君へのクールダ
ウンを提案するエピソードは一見共感的に振る舞っているようで、非常に論理的な理解で
ある。 
















分と同じように、クールダウンさせてあげればいいと自ら提案。担任が、A 君が B 君
のために休む場所を作ってあげてと言っていたことを B 君に伝えると、急に顔が明る






君の反応とは対照的である。この B 君という児童、さらには記述に度々現れる C 君、D 君
というのは、彼らもまた学校場面で捉えると別の課題や困難を抱えていると考えられる児







 この A 君の‘わからない’という困難の変遷をみていく上で、児童期の発達課題と併せ



































ないだろうし＞納得していない A 君「お母さんよりも知ってる」＜Sup が？＞「うん」




気持ちが読み取れる。そしてこの A 君の気持ちを推察し、言葉にする Sup の態度こそが、
















て考えると、A 君にとって Sup の態度は自分と一体化して、主体のない自身に対する理解
を助けるものであり、‘わかってほしい’のは A君が自身のことをよく‘わからない’ため
であったに違いない。またMoや担任とは思春期的な葛藤も芽生えてきたのに対し、その役
割のみを保持するようになったという意味で Sup は Mo や担任よりも A 君を「一番よく知











この「主体のなさ」を前提として再度 Sup との関係性を考察する。Sup は常に A 君のこ
とを「一番よく知っている」わけではないと思い、それを否定する返答をしているが、彼
が本当に言いたかった「一番よく知っている」というのは知っている事実の量のことでは
なかったということが最後の A 君の納得できない様子に現れている。A 君がⅤ期の中盤に
なってから、以前終結した PT を再開するにあたってのエピソードを以下に記述する。 

































































の役割は Mo に代わって不安が喚起された状態の A 君の情動の調整を手伝う事であったに
違いない。そのために A君は時に攻撃性を表出して Sup にぶつけ、また Sup も A 君の大き
な不安感を敏感に感じ取った。そのことは後述する Sup自身の態度の変化にも影響を与え、
それは結果的に A 君にとって Sup が、不安感を増長されない安全基地のような役割として
も働くようになった。そうした安定的な関係性の構築は A 君の不安対処にも変容を及ぼし


























































































































る。100％か 0％になってしまいがちな傾向を理解した上で Sup と休息を取りながら、その
























が、速いのか なんで なんで ただ一つわかることは おれがとかげだってこと 





































































































ろうとする態度が薄れ、A 君と Sup との関係性の中に安心感が生まれた。しかしながらⅣ
期では学校において求められる行動を満たせないこと、以前のように調子を崩してもすぐ
に回復する様子を見せないことから、学校場面における支援の意味づけにおいて再び葛藤




















































































その事例も ASD の中の AS という定義上では ASDの一部でしかない。エピソードから分か
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